
IoT導入支援キットの使用方法
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全体概要（ハードウェア）

ラズパイ 接続キット

ブレッドボード

ジャンパーワイヤー

カメラ

センサーモジュール
(左から、「照度、距離、温度、振動、GPIO」)
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画面構成について

タブ選択 タブ画面

グループ

テキスト、ボタン等

ここを
click
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①YYYY/MM/DD hh:mm:ss
の書式で入力

タブ選択

②設定をクリック

初期設定について(時刻)
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データベースへの保存のスイッチ

データベースに保存する
振動データの
ピーク周波数を上位から
何点取るか設定
(０－２０ default 5)

初期設定について(DB保存設定)
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センサーの値

カメラ

トリガー設定

振動の
スペクトログラム

センサー値の
リアルタイムグラフ

カウンター(トリガー)の
リアルタイムグラフ

ダッシュボード（全体）
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精度、速度及び測定レンジに
よってモードを切替え可
測定対象がレンジを超えると
最大値を表示

ゲイン、積分時間を選択

Drop downメニューから
ゲイン：１, 16 
積分時間：13.7ms, 101ms, 402msを選択

距離測定
モード

HIGH 
SPEED

GOOD BETTER BEST LONG
RANGE

速度 20ms 33ms 66ms 200ms 33ms

精度
用途

低 普通 少し良い 高い 暗所
室内用

レンジ 1,000mm 1,000mm 1,000mm 1,000mm 2,000mm

a接点
(Normally 

Open), b接点
(Normally 

Close)を切替

ダッシュボード（センサーの値）
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加速度軸
Drop downメニューから
x軸、y軸、z軸、絶対値を選択

温度ch
Drop downメニューから
ch0～ch3を選択

距離モード
Drop downメニューから
最小、最大、平均を選択

湿度モード
Drop downメニューから
可視光、赤外光を選択

閾値
立上り、立下りを
それぞれ設定

トリガー信号出力の
反転機能
（ON OFFスイッチ）

左から、
出力端子名とON or OFF
トリガー回数
カウンタリセットボタン

ダッシュボード（トリガー設定）
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出力端子名：GPIO17
状態：ON
を示している。

加速度、温度は選択した
軸やチャンネルによって、
出力端子が変更

出力信号の反転機能

入力
(センサ等)

出力

GPIO
番号

PIN
番号

振動(x軸) 17 11

振動(y軸) 27 13

振動(z軸) 22 15

振動(絶対値) 18 12

温度(ch0) 06 31

温度(ch1) 13 33

温度(ch2) 19 35

温度(ch3) 26 37

距離 05 29

照度 23 16

GPIO 16 36

トリガー出力について
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カメラ画像 振動のスペクトログラム

加速度グラフ
(x,y,z軸及び絶対値)

温度グラフ
(ch0～ch3)

距離グラフ
(1秒間に測定した距離の
最大、最小、平均)

照度グラフ
(可視光、赤外光)

GPIOグラフ(入力)
(1秒間に接地した回数)

トリガー信号出力のカウンタ
(GPIO(出力)からトリガー出
力信号が出力された回数)

ダッシュボード(カメラ・グラフ)
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ラ
ズ
パ
イ

センサ

データ
ベース

見える化
システム

モニター
マウス
キーボード

を使って直接操作

①センサーから取得したデータはまず
ラズベリーパイ内部のデータベースに
保存される。

②温度、距離、振動のCSVデータ
及びグラフのPNGデータは
ブラウザを介して取得するため、
使用している機器に保存されます。

ラズベリーパイのブラウザで使用している場合は
ラズベリーパイの/home/piフォルダに
PC等のブラウザで使用している場合は、
PCのダウンロードフォルダに保存されます。

ラズベリーパイの
/home/piフォルダに保存

PCのダウンロードフォルダに保存

IoT導入支援キット

データの保存先について
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①タブ選択

③終了日の選択②開始日の選択

④グラフ
表示ボタン
クリック

グラフが表示される

温度ログ
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グラフにカーソルを合わせる
と表示される。

温度ログ操作①
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スナップショット
グラフをPNGで保存

ズーム
選択していると
クリック＋ドラッグで選択した範囲を拡大表示
ダブルクリックで解除

ズーム
拡大

ズーム
縮小 オートスケール

パン
選択することで平行移動
グラフの軸のドラッグでも可

温度ログ操作②（ズーム、パン等）
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スナップショット
グラフをPNGで保存

ブラウザで保存される。

ペイントツールなどで
編集できる。

温度ログ操作③（スナップショット）
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①ダウンロード
ボタン クリック

②表示中のグラフが
CSVで保存される。

温度ログ操作④（CSV保存）
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〇時間 YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で保存
〇温度 4ch分表示 アドレス設定用抵抗でch指定
（開放 ch0 , ショート ch1 , 2.2kΩ ch2 , 22kΩ ch3）
単位 摂氏

〇開始日時～終了日時の範囲のデータが保存

温度ログCSVデータについて
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クリックでチャンネルの
表示・非表示を切替

温度ログ操作⑤ ch選択
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①タブ選択

③終了日の選択②開始日の選択

④グラフ
表示ボタン
クリック

グラフが表示される

〇操作方法は温度
ログと同じ、距離、
照度、GPIOも同様

距離ログ
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〇時間 YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で保存
〇距離をcmの単位で保存
〇1秒間毎の測定結果の

distave(平均),distmax(最大),distmin(最小)を保存
〇開始日時～終了日時の範囲のデータが保存

距離ログCSVデータについて
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〇時間 YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で保存
〇照度ログのlux行は可視-近赤外域のセンサー出力を、

red行は近赤外域のセンサー出力を保存
※照度そのものではなく、計算可能なセンシングデータ

〇GPIOログのgpio_count_sec行は1秒間毎のトリガー回数を保存
〇選択した開始日時～終了日時の範囲でcsvデータが保存

照度ログ・GPIOログのCSVデータについて
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③終了日の選択②開始日の選択

④グラフ
表示ボタン
クリック

グラフが表示される

振動ログ
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終了時間開始時間
周波数点数

ピーク周波数を
上位から何点取るか設定（1～20）

何秒ごとに
プロットするか設定

最大値

最小値

ログスケール表示

振動ログ操作①
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〇時間 YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で保存
〇周波数[Hz], パワースペクトル密度[(m/s2)2/Hz] について周波数点数で設定した次数まで保存
〇パワースペクトル密度×sumpower÷2で加速度が算出可
〇sumpowerで正規化済み
〇時間点数の間隔で保存
〇開始日時～終了日時の範囲のデータが保存

振動ログCSVデータについて

25



①タブ選択
③終了日の選択②開始日の選択

⑤クリック
⇒グラフが表示される

カウントグラフ
⇒時間毎のカウント
カウントヒストグラム
⇒1時間毎のカウント

ON時間ヒストグラム
⇒1時間毎のON時間

④センサーを選択

カウントログ
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カウント機能の使い方例

生産数：距離センサーでベルトコンベア上の製品を測定、製品の通過数から生産数をカウント

生産数：手作業で製品を１つ作る度にボタンを押し、無電圧接点で検出し生産数をカウント
工程管理：カウントヒストグラム表示で時間毎の生産数を表示
工程管理：照度センサーを製造装置のパイロットランプに取り付けて、ON時間ヒストグラム

表示をすることで機器の稼働状況を監視

距離センサー

照度センサー

カウントログについての補足
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②マイクを選択

①タブ選択

③録音開始 ④録音停止

音声
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①ファイルを選択 ②再生 ③ダウンロード

削除

WAVで音声データが保存

音声操作①
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①ファイルを選択 ②FFT計算
する点数

③実行ボタン
クリック

④結果表示（5kHzの音声測定結果）

音声操作②
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④結果表示（10kHzの音声測定結果）
・webカメラのマイクの測定帯域が低いため、10kHzの測定で極端にゲインが落ちる。
・楽器用の録音機材（例えば ZoomのHシリーズ等)を使えば20kHzでも測定可能。

音声（10kHz測定結果）

31



①タブ選択

②クリック

シャットダウン・再起動について
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ライセンスについて(ヘルプタブ)
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